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従業員（構成員）数 8

4 代表者　職・氏名

職名

氏名

代表取締役

三村　徹也

事業者等の名称

大翔建設株式会社

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

業種 ２．建設業

1

1

全社的な節電活動を徹底し、従業員の省エ
ネ意識を向上させることで、事業全体のCO2
排出量を基準年比で3%削減する。

建設現場における廃棄物の分別を徹底し、
再資源化を推進することで、高いリサイクル率
を維持してきた。

建設廃棄物のリサイクル率98%以上を継続し
て達成するとともに、オフィスでのコピー用紙
使用量を基準年比5%削減する。

節水を全社的に呼びかけ、水資源の有効活
用に努めてきた。

節水対策を強化し、事業活動における水使
用量を基準年比で2%削減する。

従業員への環境教育を定期的に実施し、エ
コアクション21に基づく環境経営の意識を共
有。事業所周辺の清掃活動に参加してきた。

全従業員を対象としたSDGs研修を年1回実
施する。また、地域貢献活動（ボランティア清
掃等）への参加を年2回以上に増やす。

7,13

12

6,4

8, 11, 17

エコドライブの実践、事務所での節電活動な
ど、事業活動におけるCO2排出量の削減に
努めてきた。

目標に関連する取組内容等

ゴール これまでの取組内容

☑ ☑

2025 年12月31日までの取組目標

☑ ☑ ☑ ☑

葛飾区ＳＤＧｓ宣言書

☑ ☑

目指すＳＤＧｓのゴール（複数選択可）

建設現場における省エネルギー活動と廃棄物の徹底した分別・リサイクルを推進します。工事関係書類
のペーパーレス化を進め、業務効率化と環境負荷削減を両立させ、地域社会に信頼される持続可能な
建設事業を展開します。

事業者等としてのねらい、特徴的な活動

事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

地域に根差した建設事業者として、環境負荷の低減と安全で質の高い社会基盤の整備を両立させま
す。従業員一人ひとりが環境意識を高め、地域社会と共に成長し、未来の世代へと豊かな環境を引き継
ぐことを目指します。


